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我が国においては年間30万人の患者が脳卒中を発症している。この患者数は人口の減少にもかかわらず少しず
つ増加しておりその原因としては、１）高齢者における発生率が高率であり、２）我が国においては高齢者が増
加している　ことが主な原因であると考えられている。脳卒中患者は今後も増加することが予測され、脳卒中に
より高介護度の高齢者がさらに増加することが危惧されている。
近年では脳卒中治療は ”faster is better” と言われ、発症から超早期に医療機関へ搬送、診断、治療開始するこ
とにより予後の改善、障害度軽減が可能となりつつある。更に脳卒中・循環器病対策基本法が可決され脳卒中対
策のさらなる充実が必要となっている。しかしながら脳卒中にかかわる医師の数はまだ不十分であり24時間体制
の緊急対応の各地域への普遍的な対応体制の確立は困難であるのが現状である。
我が国においては脳卒中の緊急対応は主に脳外科医が行っている。現在脳神経外科医の数は約1万を超えてき
たが、この中で女性脳外科医は約５％でありその中でも結婚、出産など現時点で臨床の現場で働ける医師はその
半数程度考えられている。私たち久留米大学には女性医師が10％を超えており脳卒中治療にも積極的に取り組ん
でいる。女性脳外科医は脳神経外科を希望した時点で救急疾患への意識が高く、その臨床能力も他科医師にくら
べても遜色なく非常に優秀であり脳卒中治療に参加することで単なる員数だけではなくその治療内容の貢献に非
常に助かっているのが現状である。この女性医師達が将来の人生設計を変えることなく今後の脳卒中治療、脳神
経外科へ参加し、スキルアップしてゆくための方法について当科の取り組みと今後の展望について考察する。
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